
令和２年度上半期事業報告�������������������������� P２

～防災の日炊き出し訓練～�������������������������� P４

ところざわ学園������������������������������� P５

所沢市立はばたき������������������������������ P６

かがやき���������������������������������� P７

きらめき���������������������������������� P８

所沢市立ゆきわり草・ケアホームふじのみ������������������� P９

さぽっと・ほるん������������������������������ P10 

虐待防止研修・ホームページリニューアル������������������� P11

イベントのお知らせ・寄附報告・編集後記������������������� P12

目 次

発行・編集人：社会福祉法人　藤の実会

編集人　社会福祉法人　藤の実会

発行日：令和２年11月１日

〒359-0004　埼玉県所沢市北原町９３２－１

ＴＥＬ．０４－２９９２－５０９６

ＦＡＸ．０４－２９９２－５０９５ 

第 号79霜 月

イベント再開に向けて技磨き！新商品も考案中！　かがやき　だんご製造



社会福祉法人藤の実会　広報誌『明日翔』第７９号
令和２年11月１日

2

●第３次中長期計画：①プロジェクトの設置による計画推進
　　　　　②第３次中長期計画達成に向けたスケジュール管理及び人材確保
　　　　　③報酬改定に伴う経営戦略策定
●人材育成：①キャリアパス制度の運用　②人材育成方針の策定
●法人業務の強化：①各種会議の開催および既存会議の精査
　　　　　　　　　②各種委員会設置の検討
　　　　　　　　　③社会福祉法人による暮らしの相談事業の取り組み

●個別支援計画：サービス等利用計画を踏まえた個別支援計画の実施
●活動支援：①施設入所支援事業　４寮体制の実施による寮間の連携強化
　　　　　②�生活介護事業　新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で

の活動の提供（園内での特別講座や行事の実施）
　　　　　　③短期入所　利用率19％（感染症対策として利用一時中止）
●健康：支援部、調理部の給食協議８回実施

●個別支援計画：モニタリング実施・記録の書き方研修の実施
●活動支援：
　①就労継続支援B型： 平均工賃10,279円・リサイクル回収新規回収先４件
　②生活介護事業：下請け作業受注量の増加
　　　　　　　　　利用者の特性を活かした製品の製造
●環境：新しい生活様式に沿った活動環境の整備・感染症対策の徹底

●新型コロナウイルス感染症対応による事業計画の再検討
●活動支援：プログラム変更（作業、行事）新規企画の実施
　①生活介護事業：平均支給金 2,698円（前年比：56％減）
　②就労継続支援B型：平均工賃　7,213円（前年比：58％減）
●環境・健康：感染症・熱中症対策の整備、新しい生活様式・三密対応

社会福祉法人藤の実会 令和２年度 上半期事業報告社会福祉法人藤の実会 令和２年度 上半期事業報告
　新型コロナウイルス感染症の状況が長期化する中、当法人施設では新型コロナウイルス感
染症予防対策を徹底して行い、上半期の事業運営に努めて参りました。４月に政府より発出
された緊急事態宣言により、当法人施設の利用自粛をお願いさせていただいた期間もありま
したが、利用者、ご家族、関係者の皆様のご協力もあり、現在は通常に近い形で事業運営を
行うことができております。新型コロナウイルス感染症については、まだまだ予断を許さな
い状況ですが、引き続き感染症予防対策を行い、適正な事業運営を行って参ります。
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共同生活援助事業 ●活動支援：�①緊急事態宣言下の日中支援（４月、５月、６月）
　　　　②新しい生活様式の実践（三密回避）③新規通院介助利用（２名）
●健康：�①新型コロナウイルス感染症拡大防止　②通院支援（松郷23回、
　　　　下富55回）③外部サービスによる通院支援（松郷３回、下富９回）
●環境：①下富の夜間支援体制の確立　②県営住宅の入居者定着

●サービス等利用計画：９月末現在　特定相談（18歳以上）264名、
　　　　　　　　　　　特定相談（18歳未満）４名、障害児相談　34名
●�活動支援：①放課後等デイサービス事業所、児童発達支援施設へ所沢市こ
ども未来部こども福祉課と訪問しコロナ禍での対応の聞き取りの実施
　②埼玉県障害児等療育支援事業　９月末現在　訪問156件、外来67件、
　施設支援31件　③所沢市立はばたき職員に向け虐待防止研修の実施

●個別支援計画：保護者、特別支援学校教諭との情報共有
●活動支援：①利用者・地域のニーズに応える　利用率73.3％
　　　　　　②関係機関との連携　相談支援事業所職員との情報交換
●環境：�保護者へ当法人内事業内容の説明および新規事業所の紹介をし、
　　　　当法人事業所の将来的な利用の促進

●個別支援計画：支援計画実施確認表の活用および保護者との連携強化
●活動支援：①日中活動支援　電話連絡による状況確認、就労先訪問（３回）
　②利用者自立支援　新しい生活様式を取り入れたホーム行事の実施
　③健康　各利用者に合わせた個別外出の実施
●体験入居：延べ利用日数47日、利用者数５名
　　　　　　（感染症対策として利用一時自粛）

外部サービス利用型指定
共同生活援助事業

外部サービス利用型指定
共同生活援助事業

所沢市立ゆきわり草

●個別支援計画：モニタリングの実施（６月、９月）
●活動支援：①下請け作業、運動活動の毎日の実施　②運動プログラムの確立
　③見学者の積極的な受入及び広報活動の実施（見学者延べ人数39人）
●健康：施設内及び公用車の毎日の消毒実施

指定障害
福祉サービス事業所

指定障害
福祉サービス事業所

きらめき
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９月１日　防災の日　～炊き出し訓練～
ところざわ学園

所沢市立はばたき

　ところざわ学園では、９月１日に災害対応型LPガスバルクシステム（ガスの供給設備と消費設備（煮炊
き釜、コンロ、発電機、照明等）をセットしたもの）を使用して炊き出し訓練を行いました。調理職員が講
師となり、災害用バルクと非常用調理器具の使い方を学びました。地震等の大規模災害で電気やガスの
ライフラインが寸断された状況においても落ち着いて、みんなの安全を守れるよう訓練を行っています。
　炊き出し訓練のメニューは、非常食のアルファ米を使用したカレーライスに焼きそば、フランクフル
ト等々。園庭にテントを張り、青空の下、みんなで美味しく頂きました。
　また、夏を楽しむ企画として職員手作りのカキ氷を食べ、スイカ割りをしました。カキ氷では、イチ
ゴ、メロン、レモンの中から好きなシロップを選んだり、混ぜたりと、楽しみながら食べました。スイ
カ割りでは、スイカが割れるまで目隠しをして頑張る方や、こっそり目隠しを外す方など、それぞれの
やり方で楽しみました。当日、学園保護者会からアイスの差し入れを頂きました。カキ氷もあったため、
後日の昼食とあわせて美味しく頂きました。ありがとうございました。

　９月１日は防災の日です。自然災害は、いつ何
時起こるか分かりません。
　今年度は防災の日に併せて、災害時に使用する
防災用かまどベンチでお湯を沸かし、お湯でも水
でも調理が出来る、マジックパスタという非常食
を調理し昼食で食べました。
　非常食を口にしたことがないと、抵抗感が強く
避難生活のストレスになるといわれています。
　いざというときの為に、年に１回非常食の入れ
替えを兼ねて味わってみることが大切です。
　今回の体験が、利用者の安心に繋がれば良いな
と感じました。

皆さんは、

非常食を食べたこと

ありますか？

もし災害が起こっても味を知って

いるから安心だね。

なかなか、美味しいね☆
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夏を楽しむ企画

今年も毎年恒例行事【夏を楽しむ企画】を行いました。
プール、カキ氷、スイカ割り、花火。

待ちに待った行事を皆さん全力で楽しんでいました。

プールに足だけつかる方、
水着に着替える方、それぞれの
楽しみ方で満喫しました。

手持ち花火をしたり、吹き出し
花火を見たり、良い夏の思い出
のひとつになりました。

みぞれシロップ、練乳、フルー
ツを盛り、しろくま風のカキ氷
におかわり続出でした。

当施設講師の絵画教室作品展「つみき展」
に利用者の作品をご好意により、出品
させていただきました。みんなで見学に
行き、自分の展示されている絵を見て、
喜ばれていました。

つ
み
き
展
に
行
き
ま
し
た
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指定障害福祉サービス事業所

　7/27（月）第一弾は、“夏フェス”というテーマで、事前にリクエストされた曲の、ライブ映像を
流し、音楽フェスをイメージ。光るペンライトを持ち、歌い、踊り、楽しみながらストレス発散。
　またフェスには、もう一つの楽しみ、ポップコーンの実施。音楽を聴きながら食べる方、踊って
から食べる方、楽しみ方は十人十色。感染症予防対策をしながらの開催でしたが、盛り上がり楽し
い時間となりました。

　8/19（水）に夏を楽しむ企画、第二弾は、千本引き・スーパーボールすくい・かき氷を行いました。
縁日をイメージした飾りつけを行い、楽しく遊んだ後は、鹿児島県発祥のしろくまをイメージした、
かき氷タイム。かき氷の上に自分の選んだフルーツをのせ、自分だけのかき氷の完成。
　当日は、とても暑い日でしたので皆さんの「美味しい～」「冷たい！」「また食べたい。」とたくさ
んの喜びの声にあふれていました。

第一弾

第二弾

はばたき� 夏を楽しむ会はばたき� 夏を楽しむ会

20202020

何が当たるかな！？ 集中！！
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今出来る、

最大限の楽しさを！

　かがやきでは、新型コロナウイルス感染症や熱中症の対策を続けています。皆さん、対策にも徐々
に慣れ定着してきておりますが、特に夏場の作業中のマスク着用は、暑さと息苦しさとの闘いです。
皆さんが楽しみにしている所外作業や外出行事が次々に中止となっている中、今年度は、作業終わ
りの「お茶会」「かき氷」など、ほっと一息できるような小イベントを実施している他、夏を楽しむ
会は、「かがやき夏フェス2020」として、例年よりもさらにパワーアップしたイベントとなりました。
また、就労継続支援B型では、だんご販売の主軸となっている外部イベントがすべて中止となってい
る中、とことこ市での販売再開や８月には、狭山ヶ丘にある（株）和なり　I＆I事業所さんにお声か
け頂き、久しぶりにイベント販売に行ってきました。今後も、感染症予防対策を継続しつつ、今出
来る、最大限の楽しさを皆さんと一緒に作っていきたいと思います。
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　暑さも続いていた８月27日、きらめきでは、開所して初めての行事を
実施し、ボウリング対決にかき氷を楽しみました。短い時間ではありま
したが、皆さん、思い思いに夏を満喫された様子でした。

☆夏を楽しむ企画☆

レクリエーション
でのボウリング
対決は盛り上が
りました。

ピース

きらめき 夏の思い出

週に数回、職員と利用者の方とで納品活動に
取り組んでいます。暑い日もありましたが、暑さ対策をしながら、
たくさんの荷物運びを頑張りました。

☆納品☆

重い荷物も
頑張って運んで
います。

種類毎に
分別して
います。
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夏生まれが全員集合！
誕生日会のかわりに、皆さ
んにお祝いのメッセージを
書いて頂き、ゆきわり草の
玄関に掲示しました。何歳
になってもお祝いされるこ
とは嬉しいものですね。

週末の昼食は、デリバリーやテイクアウ
トの出来るお店に注文を依頼しています。
たくさんのメニューの中から皆さんご自
身の好きなものを選び召し上がっていま
す。余暇支援として、少人数で買い物に
出てデザートやジュースなどの購入もさ
れています。

誕生日会を行いました。
今回のケーキは誕生日の利用者の方から
のリクエストで職員手作りのティラミス
ケーキでした。
みなさん美味しそうに召し上がっていま
した。

おいしい～
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　さぽっとは障害者虐待防止センターという機能を担って
います。虐待防止センターとは、障害者虐待防止法に基づ
き、障害者虐待に関する通報、および相談の窓口となる機
関です。また虐待防止・権利擁護に関する啓発活動も行っ
ています。
　その一環として、８月27日（木）に所沢市立はばたき
での虐待防止研修を実施。さぽっとの管理者松本が講師を
務め、相談員の小林、五十嵐も参加しました。不適切な支援
（グレーゾーン）は虐待という意識を持つことや、虐待の
原因、組織や環境にも目を向ける事などの講話をしました。
今後は、かがやきでも虐待防止研修を行う予定です。
　当法人の内外に関わらず、障害者虐待防止や権利擁護の
啓発活動を行っていきます。

　ほるんでは、室内活動やドライブなど個々の状況
に合わせ、ゆったりとした時間を過ごしています。
　こうした中、ほるんですばらしいと感じることが
あります。それは、あいさつです。ほるんに来た際、
ほるん室内のすべての人に声をかけ、元気にあいさ
つをしてくれる方、帰る際、笑顔でおじぎをされる
方、「さようなら」と言い、手を振ってくれる方など、
みなさんとてもあいさつが素敵です。
あいさつは大切なコミュニケーションの１つです。
これからもお互いに気持ちの良いあいさつができたらと思います。
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安心・安全の防災の専門店

所沢市立はばたき
事業所内虐待防止・権利擁護研修
　令和２年８月27日、所沢市立はばたきにて虐待防止・権利擁護
研修を行い、所沢市立はばたき職員15名が出席しました。
　講師は相談支援事業所さぽっとの３名の職員に依頼し、講義、
グループワークを取り入れた研修を行いました。グループワーク
では、実際の支援現場を想定した事例を用いたことで活発な意見
交換がされました。
　虐待の芽を見逃さないために、日頃より意見交換が出来るような
雰囲気を事業所としても作っていき、また社会福祉法人藤の実会の
取り組んでいる良い支援をたくさんすることで、利用者の方に楽し
く、やりがいをもてるような活動を提供していきたいと思います。
　研修後のアンケートには、「日頃の支援を見直すきっかけになっ
て良かった。」「グループワークで他の職員と意見交換が出来て有
意義だった。」などの意見がありました。
　これからも虐待防止・権利擁護についての研修以外にも専門職
として必要な研修を企画・運営をしていきたいと思います。

社会福祉法人藤の実会

ホームページリニューアルホームページリニューアル

http://www.fujinomi.jp/

お待たせしました！この度、11月１日より藤の実会のホームページが、
リニューアルしました。利用される皆様にとって、より見やすく、知りたい
情報が探しやすいように構成やデザインを変更し、　各事業所の写真も今ま
でよりもたくさん掲載しています。また、パソコンの他にスマートフォンや
タブレットからも快適にご利用いただけるようになりました。
法人としての積極的な情報発信ができるよう、今後も新たな情報や写真を随
時更新していきますので、皆様ぜひご覧ください。
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寄附報告寄附報告

編集後記編集後記

河西徳子様、鈴木郁子様、増子誠二様、細田佳様、三宅明様、上原啓様
東所リサイクルの会代表　森口きぬ様よりご寄附をいただきました。
心より厚くお礼申し上げます。
皆様からのご寄附は、藤の実会各事業所を利用する方々のために使わせて
いただきます。今後とも地域福祉の推進のため、地域の方々との『絆』を
大切にして、障害者支援事業の運営に取り組んで参ります。

　新しい生活様式が始まり半年が経ちましたね。何かと窮屈に感じる事も多々あると
思いますが、我々の祖先は外国から入って来た新しい文化に対して
排除でもなく、そのまま受入れるのでもなく、上手くアレンジして
自分たちのものにするのが得意でした。先人の知恵に学び、我々も
新しい生活様式を自分たちに合った形にアレンジして楽しく暮らし
ていきたいですね。（H・S）

今後のイベントのお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の長期的な影響のため、毎年10月に開催されていました、
ところざわ祭り、所沢市民フェスティバルが中止となりました。また、11月開催の武州
ガス展、12月開催の所沢シティマラソンも開催中止が決定いたしました。当法人では、
毎年市内で開催されるこれらのイベントに各事業所が出店をしておりましたが、今年度
は現状を受け止め、来年度に向けて製品づくり等を行っていきます。
　10月に予定しておりました法人祭も新型コロナウイルス感染症を鑑みた上で中止させ
ていただきましたが、所沢市立はばたきでは10月２日にはばたき祭り、かがやき、きら
めきでは10月30日にハロウィンパーティー、ところざわ学園では11月６日に学園まつり
を開催し、各事業所単位でイベントを行い、利用者の皆さんと楽しい時間を過ごしてお
ります。今後も新型コロナウイルス感染症予防対策をしっかりと行い、利用者の皆さん
が楽しめるイベントを計画していきます。
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本社：川越市田町32-12 TEL 049-241-9000

所沢営業所：所沢市泉町1794-2 TEL 04-2928-9000

地域発展のエネルギー

〒359-1145 埼玉県所沢市山口2825-1

電話　04-2923-8888／FAX　04-2923-8869
〒189-0003 東京都東村山市久米川町5-20-25

電話　042-393-2968

E-mail ： info@kasuya.co.jp

支 店

水廻りのお悩み、お気軽にご相談下さい！！

㈱ 糟 谷 設 備 工 業 所
カ ス ヤ セ ツ ビ コ ウ ギ ョ ウ シ ョ

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 空 調 設 備 一 式

本 社

社会福祉法人藤の実会
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1　ところざわ学園内　電話　04-2992-5096
　　　　　　　　URL http://www.fujinomi.jp
指定障害者支援施設　ところざわ学園
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1	 電話　04-2992-5096
指定障害福祉サービス事業所　所沢市立はばたき
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町924-3	 電話　04-2935-4799
指定障害福祉サービス事業所　かがやき
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町935-1	 電話　04-2941-4105
指定障害福祉サービス事業所　きらめき
〒359-0001　埼玉県所沢市下富626-1	 電話　04-2941-2666
共同生活援助事業　所沢市立ゆきわり草
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町924-2	 電話　04-2935-4334
所沢市障害児（者）日中一時支援事業　ほるん
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1　ところざわ学園内　電話　04-2992-5096
所沢市相談支援事業/埼玉県障害児等療育支援事業　さぽっと
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町935-1	 電話　04-2992-7888
共同生活援助事業　ケアホームふじのみ
〒359-0027　埼玉県所沢市松郷265-10	 電話　04-2946-8512（さくら草・かすみ草）
〒359-0001　埼玉県所沢市下富285-2　 電話　04-2968-8544（れんげ草・つきみ草・ふくじゅ草）
〒359-1111　埼玉県所沢市緑町4-26　新所沢けやき通り住宅１-108（県営けやき108）


